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＜連絡事項＞

· 5/15までのエアロビクス実施表を、本日提出している。

· 6/9（月）エアロビクス講師が欠席の為、当日のエアロビクスは実施しない。職員のエアロビクスも実施しない為、その旨を掲示板にて知らせている。

· 本日、エアロビクス実施表を経理に提出している。

· 本日、廣瀬唯さんがローテーション研修で通所体験している。次回研修は5/23（金）となっている。

＜外来情報＞

・　横町　　浩　様～「うまくいけば叔父さんのところで働けるかもしれない。自動車免許も取れるかもしれない」「お父さんは、仕事については何も言わないけど、茶碗を持って食べろとか、米をこぼすなということは言ってくる」と話されている。

・　関　　秀治　様～疲れているという自覚はないが、「言われてみれば疲れているような気がする」と話されている。グループホームでの人間関係が気になることは以前からで、最近だからというわけではないとのこと。毎朝、起床後に散歩を行っていたが、今朝散歩を休んだら調子が良いと話されている。散歩を控え、きちんと休養をとるよう説明している。

· 久保　興介　様～自動車学校は順調だと話されている。来週は忙しくて受診できないとのこと。

· 沢田　三郎　様～特に変わりはないとのこと。家の手伝い（農家）はまだやっていないと話されて

いる。

· 田名部　一樹様～特に変わりはないが、眠いと話されている。

· 関口　　禅　様～生活について、変わりはないとのこと。

· 島浦　美千男様～青風荘スタッフ同伴で受診。青風荘入所前は不安だったが、入ってみたら大丈夫

だったと話されている。スタッフからも、青風荘の環境に順応できていると情報あり。糖尿病がある為、来週・再来週辺りに採血予定。

· 伊藤　雄一　様～「繁名和恵さんは自分の子供だから、DNA鑑定とかで調べて白黒つける」「（繁

名さんは）髄膜炎だから、親として何とかしてあげたい」と妄想に左右された発言きかれている。担当医より、現実的ではないため取り合ってもらえないこと、思い込みで先走った行動をとらないように説明あり。

＜利用者様情報＞

· 松川　順子　様～現在、当院の西病棟入院中。退院後は青山荘に入所し、デイケア利用する予定と

のことで、本日、本人と父親様で青山荘・デイケア見学を行っている。入院前は福祉関係の仕事をしていたとのこと。能力は高いように見えるが、様々なことを行う事がストレスになりやすい為、就労など、何かを始めるときは少しずつ進めていく必要がある。

· 高島　吉太郎様～右足第4指に出来物のようなものがあり、昨日、青風荘で処置を行っている。疼

痛があるとのことで、歩行状態に注意して観察を行っていく。

· 村田　昭一　様～月曜日に、コーラを毎日飲んでいることが体重増加に繋がっているのではないか

と指摘されてから、コーラを購入せずに来所している。いつも飲んでいたものが無くて口寂しくはないか問うと、「そんなことはない」と話されており、気持ちに負担にもなっていないとのこと。続けていることを評価している。

· 駒目　　翔　様～本日、朝・昼分の内服を忘れたことをスタッフに報告されている。当院で処方し

てもらってはどうかと説明するも、金銭がないとのことで、本人から父親様に迎えに来てもらうよう電話して戴いている。9:00頃に連絡しているが、一向に迎えに来られる様子はなく、現時点で、繰り返し連絡を行っている状態。本人には、内服は忘れないように説明している。金銭がないことに関して、「昨日同人誌を5千円分買ったから」と話されている。後先考えずに浪費する傾向にある為、受診費用など最低限は残し、考えて使うよう説明している。

また、自分の病状について、「食欲はあるけど、睡眠と性欲がなくなって困る」「睡眠に関しては、眠ろうと思えば眠れているから構わない」と話されている。内服が原因で、性欲が減退してしまうこともあること説明すると、一応は納得されている。

また、昨夜に喘息発作があったとのことだが、父親に訴えたところ、「めんどくさいから」との理由で救急外来は受診させてもらえなかったと話されている。当院での夜間救急で対応してくれないかと相談しているが、当院は呼吸器科専門ではなく、当直医も常に待機しているわけではないので、喘息に関しては対応できないこと説明している。

＜事例検討＞

下妻　康貴様　（34歳）男性　　主病名：統合失調症　

ナイトケア利用年数：3年4ヶ月

○現在の治療計画

定期的に面談を行い、相談できる場を提供する。

○現在の状態

· ナイトケアメンバーの中居美津子様に好意を寄せられており、過度な干渉がある。以前は軽く流していたが、最近はあからさまに冷たく返すようになってきた。

· 本人は、中居様からの干渉を煩わしく感じるようになってきており、「話し掛けられても無視する」「知っている内容でも、知らないと返す」など、対応を本人なりに考えている様子だが、傍目から見て悪い印象を与えている。

· 基本的に、嫌だと思う相手にもうまく立ち回ることができている。

· ストレスは溜まっていないと話されている。土日など、休日に友人と遊ぶことでストレス緩和になっている様子。

· ナイトケアは、中居様に干渉されるのが嫌という理由で遅れて来所されることが多いが、それを理由に欠席することはなく、継続して利用することができている。

○今後の対応

· 会話時は、スタッフが介入して場の雰囲気を和らげるように努める。

· 他者への反応が厳しくなりすぎるようであれば、個別SSTを行い、対応方法について本人と検討していく。

· 中居美津子様にも、本人との関係を維持するためにも、距離をおくように説明していく。

＜プログラム検討報告＞

○5月19日開始のクールについて

· SECL評価を使用しての評価は、5/15に本人評価とスタッフ評価共に実施済み。その評価を元にメンバーを３グループに班編成している。

· プログラム内容は、前回のテキストを使用して進行していく。

○9月開始のクールについて

· 評価シートは各自から提出されたものを、更に書式や記載方法を統一し修正中。修正したものを、5月28日（水）の青陽館運営会議にて報告。

· 新担当者のテキストは昨日提出されている。提出されたテキストは、カンファレンス内にて内容を確認していく。確認・修正したテキストは5月28日（水）の青陽館運営会議にて報告予定。










